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臨床医がなぜ研究をするのか？ それは、「良い臨床医になるため」。この言葉を師から
教わり、歩んで参りました。

私の臨床の中心は、女性を苦しめる ⓵不妊症 および⓶炎症性疾患である子宮内膜症で
あり、これまで臨床医の観点から臨床研究・基礎研究を行ってまいりました(1.2)。今度は研究
で得た知見から臨床を見てみたいと思います。

今回、お話させていただく内容は、⓵不妊症の原因検索として、MRI画像を用いた視点を、
⓶子宮内膜症にはマクロファージをはじめとする自然免疫が大きく関与し(3)、一部の症例で
は神戸大学・大阪大学が発見したネオセルフ抗体陽性となることをお示しします(4)。そして
、子宮内膜症という疾患自体の意義についても言及させていただきます。
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研究から見えてきた生殖領域の新しい視点
New Perspectives on Reproductive Medicine Emerging from Research
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